














































































ふ 五 月 雨 の こ ろ
常岳








池 五 月 雨
宜
晴やらぬいけの心のいふせさ
















が 当 日 の 探 四
に応じているとい









し 申 快 ゜
これは松坂におけ
る宜長との初対面を終えて淵国した高尚が、．












高 論 を 承 候 。 歌 文 京 の 儀 は 私 多 年 ね り 候 所 甚 宜 と 被 賞 申 、 別に論も
なく同心に御座快て、万葉家の古体を好はあしきよし
被 申 候 。 神 代 紀 な ど 論 じ 神 道
の儀は大に
益 を 得 申 候 。 尤 先 生
耳遠く御座候て直談とど
き か ね 候 事 御 座 侯 。 こ の 後 は 不 絶 箪
-145-









金 銀 入 帳 借 笞 苅
一 冊
談 を 以 古 魯 を 論 じ 、 古 学 を 中 国 に ひ ら き 申 度 志 の よし申候処甚被悦申 候 。 儒 に お そ は れ て 本 朝 の 道 う づもれ候事な げ きにて、国学をひろめ候様とくれぐれ被申
、 約 を なし怖り申候。
の C と く記し、続いて
此度多 古 学 者 に 逸 申 候へ共、みな好所に我 意 を た て 、しゐたる 論 い ふ人
多御座候に、此先生 は人の論にも被付申、其 論 公
にして真の古学者・真 の 神 道 家 に 御 座候。感じ申候て此翁IC随身仕候。
と 述 ぺているのによれ ば 、 こ の 松 坂 訪 問 の 折 に 高 尚 が 立 長 に 「 随身」し入門 たことは、もはや疑う余地のない事実と言わねばなら な い 。 高 尚 の 鈴 の 展 入 門 の 時 期 を め ぐ る 多 年 の 疑 念 は 、 岩 田 氏に よ る 新 事 実 の 発 見 を 契 機 として、このように一挙 に 解 決 す る ことができたのである。
二
究政五年の夏、高尚はこうして念願の鈴の屋への入門を果たし
た。時に 高 尚 三 十 歳 、 官 長 は 六 十 四 歳 で あ っ た
が、その後この二




って、その経 緯 を 探 ってみ
るこ
とにしたい。
ま ず 立 長 側 の 資 料 として、




和 元 年 九 月
一 冊
究政七年七月ー文化五年春
諸 国 文 通 贈 答 井 認 物 拍
二 冊
寃政八年
正月 ； 享 和 元 年 九 月
日々諸用事 相
一 冊
寃政十一年正月l 享 和 元 年 九 月
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本 居 ノ 大 人 の う せ 至 へ る
をかなしみてよめる歌とも
あ は れ 我 ま な
ひ の
お
や の 別 に は み と り 子 の こ
とあしすりそす
居



























































府 途 厳 氏 「 教 育 に お け る 出 会 い の 問 図 ！ 宜 長 と 石 尚 の 場
（山梨大学r国文学
論染」第十一巣、昭和四十八年三





へ せ し 人 は か れ の ヽ 草 の は ら た れ に と は ま
し行末のそら
（ 同 神 社 蔵 、 r 藤 井 石 尚 家 集 」 雑 下 ・ 哀 餞部、）
の み ら
(r南天荘雑箪」所収、昭和
さきにたつ松のひか
りの
きえしよりた
とるこヽろのくらき夜
＾付記＞ •9
・日付をともに欠く。若林得三郎氏旧蔵．
(8)
筑摩也房版『本居宜畏全集』第十九巻•第二十務所収。
(9)
天理図書館蔵高尚苔簡。
引用にあたっては新たに句読点
を加えた。
筑摩書房版「本居宜長全集」第十六巻所収の「学業日録」
寛政八年条参照。
(11)
以下『神の御蔭の日記」の引用は、
天保十二年版本（岡
山大学附属図昏館蔵）により、
新たに句説点を加えた。
(12)
筑摩魯房版、「本居宜長全集」第十五巻、
四九三ページ。
(13)
森政．
隆氏蔵宜長む簡。
引用にあたっては新たに句読点
を加えた。
なお、
この祖簡の閲覧に際しては、
岡山大学文学
部児玉昭人教授の御高配を得た。
(U)
降途巌氏「国学者の文章観ー宜長と高尚を中心にー」
（山梨大学『国文学論集』第十三
集、
昭和五十年三月）。
(15)
エ蘇進思郎編『藤井石尚全歌集』（昭和五十八年刊）九
三ページ参照。
なお「しるへせし」の歌は、『類囚吉伽国歌
集』（嘉永三年序・刊）雑部に採録されたが、
結句は「ゆく
すゑの追」となっている。
本栖をなすにあたり、
負重な資料を捉供して下さった
所蔵者各位の御原惰に対して、
深甚の謝意を表する。
なお本
栢は、
昭和五十八年度文部省科学研究黄補助金（一般研究B)
(10) 
号
第六号
第二十七号
創刊号
（昭和三十四年三月卒菜、
岡山大学文学部教授）
研究室受趙図書雑誌目録⇔
三田国文（三田回文の会）
第五号、
第六号、
第七号
第七号
物語研究（羅巣同人・物語研究）野州閲文学（ 学院大
学栃木短期大学）
山口閲文（山口大 ）山辺面（天理大学）
第三十、
三十一号合併
緑岡詞林（青山学院日文院生の会）論究（二松学舎大学・佐古研究室論究日本文学（立命館大 ）
第四十六号
和洋国文研 和洋女子 ）
第十八号
第四号
による研究の一部をまとめたものである。
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